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はじめに

前3千年紀のメソポタミアにおいて、王権は、都市国家から領域国家、さらに統一国家の王へと

進展したo統一国家の王権理念を最初に導入したのがアッカド王朝のナラムシンであり、統一国家

的制度を整えたのが、アツカド王朝崩壊後に成立したウル第三王朝である。 王権の二大権能である

軍事権と祭儀権に関しては、都市国家分立期以来都市国家の支配者が保持し続けた軍団指揮権と、

都市神を祭る特権を、ウルの王は剥奪し、独占した。祭儀権を掌握したウルの王のみが神殿造営を

自らの功業として王碑文に書くことができ、都市国家期や領域国家期において碑文に神殿建立を誇

示し得た諸都市の支配者は、ウル第三王朝時代になると、もはや神殿建立碑文を作ることはなかっ

た。

このように述べるならば、王権理念とそれを体現する政治体制がウル第三王朝時代に完成したよ

うに見える。しかし、ウル第三王朝が中央集権体制であったとは言い難い。 支配領域の外縁部を形

成する朝貢国地域は、服属の証であるグナ貢納をウルの王に献上するにしても、独立した国家群か

ら成る地域であった。中心地域の諸都市でも、軍事権を失い、ウルの王の上級祭儀権のもとに置か

れたとしても、初期王朝時代以来の都市的伝統を堅持し、ウルの直轄領になること無く、自立性を

保持していた。ウルの統治は自立的な諸都市の協力を得て、はじめて可能であった(前田2003)t本

稿では、ウルの王の祭儀権に、諸都市がどのように関わっていたのかを、支配下都市のひとつウン

マの都市神シャラのための神殿造営を事例に取り、考えてみたい。

ウル第三王朝第4代の王シュシンは、ウンマにシャラ神殿を造営したことを、治世最後の年であ

る9年の年名と王碑文で誇示した。王の功業であるシャラ神殿建設の造営主体が何処にあったかを

明らかにするために、資材や人員がどのように調達されたかをウンマの行政経済文書から検討する。

それが、本稿の第-の目的である。さらに、次に示すようなシャラ神殿造営それ自体に関わる問題

があり、それについても検討したい。

シャラ神殿の竣工は、年名にあるようにシュシン9年であるが、Frayneは、ウンマ文書の記事か

ら、この神殿の定礎が据えられたシュシン2年がシャラ神殿建設の開始時期と見た(RIME3/2,294)c

確かにシャラ神殿造営に関わる文書はシュシン2年から多く残り、シュシン7年まで文書に関連記事
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を探すことが出来る。 しかし、シュシン2年より3年前のアマルシン8年に、すでに、「シャラ神の

エマフ神殿の聖所:eァ3)を建てるためのシスクル祭儀」や「シャラ神殿を建てるために」という記

事がウンマの行政経済文書にあるoアマルシン8年の造営記事をどのように解釈するかが問題にな

る。

シュシンがシャラ神殿造営について書き残した碑文の内容にも、検討すべき問題が存在する。

「シャラ神、天において信頼厚き(棉)、イナンナ神の愛する子、彼(シュシン)の父のために。

シュシン、アン神のイシブ神官、エンリル神とこンリル神と大いなる神々(に仕える)清浄

な手を持つグダ神官、エンリル神が国土の牧夫として彼の心に選んだ王、強き王、ウルの王、

四方世界の王が、テイドヌンを遠ざけるマルトウの城壁を造り、マルトウヘの道を彼の国土に

再び開いた(マルトウまで国土を安全にした)とき、エシャゲバダ神殿、彼(シャラ神)の愛

する神殿を、彼(シュシン)の生命のために建てた。」(RIME3/2,328)

この碑文では2つが注目される。
第一に、シュシン4年の年名「テイドヌンを遠ざけるマルトウの

城壁を造った年」に対応する「テイドヌンを遠ざけるマルトウの城壁を造り、マルトウへの道を彼

の国土に再び開いた(マルトウまで国土を安全にした)とき」の記事と、その5年後の9年の年名

「シャラ神殿を造った年」に対応が可能な「エシャゲバダ神殿、彼(シャラ神)の愛する神殿を、彼

(シュシン)の生命のために建てた」という記事が同一碑文に記載されていること。 第二に、ウンマ

におけるシャラ神の主神殿は通常エマフe2-mah)と称されるのであるが、この碑文ではシャゲバ

ダ神殿(e2邑a3-ge-pa3-da)とする点である(1)

第一の点について、フレインは、この碑文にある「シャラ神殿を造った」とは神殿造営の工事開

始時期(terminuspostquern)を示すとした(Frayne1981,277-8)tつまり、9年に完成したシャラ

神殿の造営は、「マルトウの城壁を造ったとき」-シュシン4年に着工されたと看倣す。
この解釈の

場合、フレイン自身が指摘しているように、シュシン2年に、既にシャラ神殿の定礎が据えられて

おり、それとの整合性が問われる。

そもそも、シュシンが建て、9年に完成を祝ったシャラ神殿がシャゲバダであったとは確認されな

い。年名では、「ウンマのシャラ神殿を建てた年」もしくは「シャラ神殿を建てた年」であって、シ

ャラ神殿の固有名エマフもシャゲバダも書くことがない。 シュシンの王碑文にあるシャラ神のため

のシャゲバダ神殿造営がシュシン9年の事績であるとするには、明白な証拠が欠ける。

フレインが示した新旧2つの解釈とは別に、次のように考えることも出来る。 シャラ神殿建立が

アマルシン8年に始まったことは行政経済文書から確認でき、8年に始まるシャラ神殿造営は、シュ

シンの王碑文にあるとおり、シャゲバダ神殿の造営作業であり、「マルトウの城壁を造った年」を年

名とするシュシン4年に完成した。
一方、シュシン9年の年名にあるシャラ神殿とはエマフのことで、

シャゲバダ神殿が完成した後に、建設が開始されたと。 この解釈が正しいかを判断する材料を得る

ため古手も、ウンマの行政経済文書に記録されるシャラ神殿造営記事を見て行くことにする。
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I. アマルシン8年起工のシャラ神殿造営工事

神殿造営の工事過程をウンマ文書から整理する場合、参考になるのが、ウル第三王朝時代直前に

在位したラガシュの王ウルバウの碑文にある、都市神ニンギルスのための神殿建立記事である

(RIME3/1,19:ii6-iii7.Cf.Ellis1968,10-ll)c

「我が主人ニンギルス神のために、地を[]クシュの(深さに)掘り、その土砂を貴石のよう

に選り分けたo銀のように火で浄めた。播種畝のように広い場所に置いた。その土砂を、その

中に戻した。 基台(u邑)を作り、その上に10クシュ(-5メートル)の嘉壇(ki-sa2)を作ったo

基壇のその上に、アンズバッハルのエニンヌ神殿を30クシュ(-15メートルの高さ)に建て

た。」

ウルバウは、神殿を建てる場所の整地と清浄儀礼、基台造り、神殿が建つ基壇造りの順で記載す

る。ウンマの行政経済文書において、シャラ神殿造営のための整地・清浄儀礼は確認できないが、

基台や基壇を造ることは記録されており、作業の進捗を知る手掛かりになる。

さて、シャラ神殿造営の最も早い記録は、既に触れたように、アマルシン8年3月の「シャラ神の

エマフの聖所を建てるためのシスクル祭儀」である(2)。この記事は、シャラ神の神殿をエマフとす

るが、さらに聖所(e邑3)と書き加えている。エマフ神殿内の一つの聖所が建てられたのであり、そ

れが、シャゲバダ神殿である可能性がある(3)シャラ神殿を建てるためのシスクル祭儀に呼応して、

同じ3月の15日から、「王宮からシャラ神殿を建てるために来た建築師」に穀粉と植物油が支給され

ており(4)専門の建築師集団が造営に従事した。

シャラ神殿造営の開始から3年後のシュシン2年、5月26日から9月5日まで、基壇(M-sa,)のた

めの定期奉納の穀粉が支出された(AnOr1,163)。6月には、「シャラ神殿の基壇のためのシスクル

祭儀」の犠牲となる羊が支出された(BPOAl,741)。この6月には、基壇のシスクル祭儀と共に、基

台us)の完成を祝う犠牲家畜が支出され(5)、定礎(鎮壇具temen)も据えられた。先に引いたウ

ルバウの碑文では、基台と基壇の整備は時間的に前後して書かれるが、シャラ神殿造営では、同時

期に完成を祝っているoこのように、アマルシン8年に始まるシャラ神殿造営において、重要な節

目がシュシン2年6月に来る。

定礎については、「シャラ神殿の定礎を整えるため」のアスファルト(6)、同じくアスファルトと植

物油が「聖所(e苔3)の定礎を整えるた捌こ、シャラ神殿において支出」されている(7)月の記載は

ないが、シュシン2年には、「シャラ神殿において、定礎に納めるe2-dsara2-katemen<-as>si一ga」た

めの、穀瀞(UTI3,1837)と、エレン杉eren,シュルメ郎u-ur,-me,ザバルム杉za-ba-lum(TCL5,

5680)が支出された。別に、定礎に納める布(gada)の支出記録もある(BPOAl,732)<

定礎について、ウル第三王朝時代直前のラガシュの支配者グデアは、ユニンヌ神殿建立碑文にお

いて言及する。建築終了間近に、「(ユニンヌ)神殿において、エンキ神は定礎を納めた。エリドゥ
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の娘ナンシェ神は、予兆を念入りに読んだ」と書く(RIME3.!1,82:xx15-16)c建てられた神殿が永

久に崇高であることを願って、定礎が納められた。グデアは、この建立碑文の違う箇所で、次のよ

うに書く。

「ェンシ(-グデア)は神殿を建てた。それは伸び上がる。大いなる山のように広く伸び上がっ

た。 その定礎はアブズ(に根を張り)、大いなる帆柱のごとく地(中から地上に向かって)積み

上げられた。(定礎は)エンキ神に(アブズの)エングル神殿で忠告を聴く。天(に達する)定

礎は英雄であり、神殿を保持する。」(RIME3/1,83:xxii9-14)

シュメール人は、世界を、神々が住む天と、生命の泉がある地下、それらに挟まれた地上に人間

世界があると考えた。グデアは、神殿の頂は神々の世界である高き天に達し、根は深く生命の泉が

ある地に据えられたことを強調した。そのことを、グデアは、神殿そのものでなく、定礎によって

示した。定礎は神殿にとって特別な意味を持つのである。

定礎を基壇に埋めることが神殿建設にとって必要不可欠であり、シャラ神殿造営において、基台

や基壇を固め、定礎を納めたシュシン2年6月が一つの区切りになる。ただし、現代とは異なり、定

礎を置くことが、工事の終りを意味することはない。シュシン2年の後半にシャラ神殿の造営に従

事する者の記録があるので(8)、定礎が埋められた6月以降も建築作業は継続していたことは確かであ

る。定礎を置くことは、巨大化しその築造には多大の人員を要した基台と基壇の完成と、次に続く

神殿本体である建物の建設の間に行われたのである。

基壇が完成した後、神殿本体の竣工まで、どれほどの時間を要するのか。神たる王アマルシンの

ためにウンマに造られた神殿では、アマルシン6年6月に基台が完成し、その後、神殿本体の建設で

あるレンガ積み工事(aレtar)を経て、翌7年7月に神殿は完成し、「御座所に坐ったアマルシン神」

を祝った(9)ァマルシン神殿の定礎が置かれたアマルシン6年から、ウンマでは、7月の月名として

は、従来のitumin-e53に加えて、「神たるアマルシンの祭の月」を用いたo新しく定められた7月の

月名「アマルシンの祭の月」に相応しく、この月に神たるアマルシンが新神殿に入ったのである。
ァマルシン神殿の完成が、基台整備から1年後であるので(10)、シャラ神殿も、基台・基壇と定礎

が据えられたシュシン2年6月から1年後か2年後に竣工した可能性がある。竣工の祭の候補になる

のが、「シャラ神殿のシスクル祭儀」である。シュシン3年5月に、シャラ神殿のシスクル祭儀のた

めの穀粉などをニップルへ運んでおり(ll)、同11月にもシャラ神殿のシスクル祭儀用のナツメヤシな

どが支出された(12)類似の祭儀、「シャラ神のシスクル祭儀」や「シャラ神殿の中でのシスクル祭

儀」が文書で確認できるが、それらは、シャラ神やシャラ神殿内の神々を対象とした祭儀であり、

シャラ神殿そのものを対象にしたシスクル祭儀ではない。
シャラ神殿を対象にしたシスクル祭儀は、

シュシン3年にしか確認できない。

シュシン3年に2度行われたシャラ神殿のシスクル祭儀のうち、5月のそれは、基台と基壇が完成

し、その上に築かれる神殿本体の建設が進んでいることを、最高神エンリル神に報告するた捌ここ



ウル第三王朝時代ウンマにおけるシャラ神殿造営 37

ツプルで行われた祭儀であると考えられる。5月のシスクル祭儀のあと6月に、王は、戦争で獲得し

た奴隷をシャラ神に献納した(前田2006)cこれも、シャラ神殿造営の進捗状況と関わるのであろう。

それから半年後、シュシン3年も末近く11月に行われたシャラ神殿のシスクル祭儀は、翌4年に連

続するシャラ神殿竣工祝いの一環としての祭儀と思われる。

竣工儀式と関連すると思われるシスクル祭儀がシュシン3年11月に行われたが、12月に、大門

(e2ka2-mah)に木材が運ばれてい・(13)神殿の門について、先に引用したグデアのユニンヌ神殿建

立碑文では、建築作業の最後に、神殿の出入り口である7つの門を建設し、その7つの門について詳

細に記述する(RIME3/1,85‥xxv24-xxvi14.Cf.Heimpe11996)。ウンマ文書にはシャラ神殿の門とは

明記されていないが、グデアの場合と同じく、神殿本体の仕上げとして、最後にシャラ神殿の主門

が造られたと考えられる。

アマルシン8年に始まったシャラ神殿エマフ内のエシュ(聖所)の建設は、シュシン2年6月に定

礎が置かれ、神殿本体の建設を経て、シュシン3年12月に最後の工事として、正面の大門がエリン

杉などで飾られ、竣工を見たのである。シュシン4年にシャラ神殿が竣工していたであろうことは、

この年に、シャラ神のためのマグル船が建造されたことからも(Or47/49,420)、確実視される。ア

マルシン神殿が完成したとき、アマルシンの御座舟であるマグル船が造られているので、シャラ神

のマグル船建造は、シャラ神の新神殿の完成に関連した作業であると考えられるからである。

このように見てくれば、シュシンの王碑文に、4年の年名に採用された「マルトウの城壁」建設と

並んでシャラ神のシャゲバダ神殿を建てたとあることは、一書かれた通りに理解して、シュシン9年

の年名に採られたシャラ神殿造営でなく、シュシン4年に完成したシャラ神のための神殿を指すと

言うことが出来る。ただし、引用したシュシンの王碑文が定礎(鎮壇具)として基壇に埋められた

ものであるならば、この説は成立しない。定礎を埋めることはシュシン4年でなく、それより2年前

のシュシン2年に行われたからである。その点を確認したい。

定礎碑文については、初期王朝時代アダブの王の碑文にある、「(デインギルマフ神のために)エ

マフ神殿を建てた。その基台において、地に向かって定礎を納めたe2-mah,mu-na-du,,ur,-biM-,岩e3,

temenba-si」が参考になる。個々に示した同文の銘がある青鋼板、石板、それに青銅製くわの刃が、

鎮壇具としての定礎碑文(temen)であると考えられる(ABW2,AdabEigl)0さて、Frayneによれ

ば、シャラ神殿造営を記したシュシン王碑文は3種類ある(RIME3/2,326-329)cシャラ神殿の造営

をマルトウの城壁建設と共に記す碑文は8個の遺物に書かれており、石塊の断片4、門柱の軸受け3、

不明1であるoマルトウの城壁に触れないで、シャラ神殿の造営のみを記す2碑文は、1つが門柱の

軸受けや石塊に書かれ(Shu-Sin17)、もう一つが黒色蛇紋岩で造られた板状の碑である(Shu-Sin

18)。これらの碑文の出土状況は分かっていない。ウンマ遺跡は正式に発掘されておらず、遣物の出

土状況の記録が無いからである。

黒色蛇紋岩で造られた板状の碑が鎮壇具である可能性があるが、その銘文はマルトウの城壁に言
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及しないので、シュシン2年に埋められた定礎碑文であっても何ら問題がない。鎮壇具と推定でき

る碑文の他は、鎮壇具として埋められたのでなく、シャラ神殿の門に設えた扉柱の軸受けなどとし

て使用されたと考えることができる。シャラ神殿の門は、建設作業の最後としてシュシン3年末か

ら工事が行われているので、扉柱の軸受け石にシャラ神殿造営とマルトウの城壁建築を書き記した

碑銘があっても、時間的には、何ら不適合な点はない。

このように見てくると、アマルシン8年に始まる建設作業は、エマフ神殿内にある一つの聖堂の

建設であり、その聖堂がシャゲバダと命名されたシャラ神殿であると結論付けられる。

II. シュシン9年竣工のシャラ神殿造営工事

ウルの王シュシンは、功業たるシャラ神殿建立を9年の年名で誇示する。それに関連して、シュ

シン5年、6年、7年にシャラ神造営関係の労働文書がある(14)しかし、シュシン3年と4年にシャ

ラ神殿建設に直接関わる文書を見つけられないし、なぜかシュシン8年にもシャラ神殿造営に関わ

る文書がない。
アマルシン8年の文書にあった神殿建設の起工式のような儀式を探すことも出来な

い。

シュシン4年以降においてシャラ神殿造営に関する文書は少ないが、シュシン9年の完成祝いに関

係すると思われる文書はある。シスクル祭儀用の木製卓をシャラ神殿に納める記録であり(15)、この

卓は、シャラ神殿の完成を祝う祭に使われたと思われる。

もう一枚は、神々-羊・山羊を奉納する記録SANTAG6,332であり、末尾近くで、後半が欠けて

いるが「シャラ神が彼の神殿にはいられた(とき)d云ara2e2-nak[u,-ra--1]と読める。シャラ神殿が完

成し、シャラ神が神殿に戻ったときの祭儀の記録である。末尾に破損があり、年名が読めないので、

シュシン9年の文書と断定することは出来ない。シュシン4年に行われたシャラ神殿シャゲバダの竣

工式に関わる文書の可能性もあるが、ここでは、シュシン9年の文書として扱いたい。

この文書は、家畜の収入と支出を記録するが、支出の項のみを示した。家畜の奉納を受ける聖所

や神々は、ウンマの「神々の定期奉納」に現れる神々とは異なっており、第一に挙がるのはアブズ

ab-zuである。
アブズは地下にある生命の泉のことで、シュメール人は、神殿の定礎を置くとき、そ

れは地下深くアブズに根差すことが必要で、そのことで神殿の永遠性を保証すると考えていた。ア

ブズが最初に奉納を受けることは、この記録が神殿の竣工の儀式に関わると考えられる一つの根拠

になる。

1子羊3山羊ab-zu

l子羊den-ki邑3. -Q--Si

5子羊ana2云e心da

l羊bara2an-na

羊蛸
羊
子
羊

(
A
M
H
H

da-nun-na didli

igi- e2-a-se3

nin-gi6-par4

bara2 en-1止2-1a2
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1羊igi-zi-bar-ra山羊dlama-lugal邑a3e2

2子羊dlama-d;云u-dsuen子羊gu-la

l子羊dumu-ziURUxA-a14羊・山羊e2d芭ara2-tagur-ra
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アブズのあと、集合的に扱われるアヌンナ神への奉納があり、さらに、アブズの主人であるエン

キ神へ奉納がある。エンキ神は、神殿の内(菖a3e2-a)で1頭の羊、神殿の前で(igi-e.-a-邑e3)8頭の

羊の奉納を受ける。この文書に記録された奉納においては、エンキ神への奉納が中心になっている。

そのあとは、大いなる神々アンとエンリル、豊能に関わるニンゲバルとイギジバルラとドゥムジ

など、多くの神と聖所に犠牲を捧げている。これらの神に奉納することで、新神殿の安寧を祈願し

たのであろう。

神とされた王は、集合的に「守護神たる王Iama-lugal」とされ、6頭の山羊の支出とは、シュルギ、

アマルシン、シュシンの3神王に対するそれぞれ2頭の山羊の合計である。シュシンは、この文書の

別の箇所で、「守護神たるシュシンIama-d邑u-dsuen」として、2頭の子羊の奉納を受けている。神た

る王シュシンが2箇所で祭られるのは、現時点ではイッビシン1年に確認されるのみで、シュシン治

世の文書に確認できない。そのことから、この文書を、シュシン4年でなく、シュシン治世最末年

の年である9年と措定した。

シュシン4年のシャゲバダ神殿の竣工と9年のシャラ神殿の完成とが、どのような関係をもつのか。

現時点では、ウンマの都市神シャラ神の主神殿であるエマフ神殿の大改築が意図され、その一部と

して4年にシャゲバダ神殿の竣工を先行的に祝い、最終的に全体の改築が終わった9年に年名として

顕彰したと考えておきたい。

HI.建築師集団

シャラ神殿の造営が開始されたアマルシン8年に、「王宮からシャラ神殿を建てるために来た建築

師」へ植物油と食用の穀粉が支給されたことは既に指摘した。ウンマ文書において、王宮は、ウル

の王に関連する組織を表現する。この建築師集団は、ウンマの公的経営体に属するのでなく、ウル

の王から特別に派遣されてきた職人である。彼らは、王に属する建築師であるが、人名の多くが、

イギアリム神、バウ札ニンマルキ神など、ウンマに隣接するラガシュの神々の名を含むので、ラ

ガシュで編成された建築師集団であることは間違いない。ラガシュで編成された建築師集団が、王

直属になり、王の命令で各地で作業に従事したのである。

この建築師集団は7年後のシュシン6年にも、シャラ神殿造営ために王宮から派遣されて来た。こ

の時期、アマルシン8年に始まったシャラ神のためのエシャツゲバダ神殿の造営は終わっているの

で、彼らの派遣は、シュシン9年に完成を視うシャラ神殿の造営のためである。つまり、王は、神

殿造営の初期に、直属の建築師集団を派遣してきたのである。
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シュシン3年と4年のウンマ文書に、シャラ神殿造営工事の記録を見つけることが出来ないので、

5年が開始時期と考えるのが妥当である。つまり、9年に完成するシャラ神殿の造営は、シュシン5

年から始まり、6年、王宮からの建築師集団の指導のもとに、工事が本格化したのである。

王直属の建築師集団が、シャラ神殿造営に重要な役割を果たしたにしても、彼らが工事に従事し

たのは限られた期間であった。建築師集団の構成を見ると、アマルシン8年に記録されたウンマの

シャラ神殿建設に従事する建築師集団は4区分され、建築師長のウルイギアリムが筆頭に来る。第

二がナムマフバウで、なぜか職名を明記されない。現場監督のナムマフバウは、記録された3月か

ら8月までの全期間を通して受給するが、建築師長のウルイギアリムは、終盤、7月17日から8月25

日までの38日間のみの受給であった。建築師長は、現場に常駐することなく、この集団が従事する

最終期日近くに作業の最終行程を確認するするためにウンマに来たのである。現場監督のナムマフ

バウの下に、7人の建築師が並び、これが第三のグループである。彼らは3月15日から7月末までの

4ケ月半、従事した。第四は、名を書かれることはないが、7月に受給する20人、8月に受給する24

人の集団である(16)この建築師集団は、シャラ神殿造営の特定期間のみ仕事をしたと考えられる。

王直属の建築師集団が限られた期間働いたのに対して、全期間を通じて労働に従事するのはウン

マの人々である。例えば、シュシン2年後半に、「建築師として、シャラ神殿(建設に)従事した」

者は、建築師と書かれているが、王が派遣した建築師集団ような専門の建築師ではない。彼らは、

直営地を耕作する耕作集団の長であるnu-banda3-gu4職のイドハエとイシャルムの配下にあったoつ

まり、本属の耕作集団から離れて、一定期間、シャラ神殿造営において建築作業に就く者である。

シャラ神殿造営では文書から確認できないが、アマルシン神殿造営に際して、ウンマの女怪を含

めた広い範囲の人々が作業に従事している。例えば、文書管理人ウルシャラ、ビール醸造人の長ビ

ドゥガとルトウルトウル、木製品の管理責任者アグ、犠牲家畜の管理責任者カスなどを長とする集

団(SETUA71)や、織物工房と製粉工房に働く女性も従事した(UTI3,2167;MVN5,57;TCNY138)。

上は都市支配者から下は工房に働く女性まで、広くウンマ各層の者が関与して、神殿造営は遂行さ

れたのである。王の功業となる神殿造営であるが、ウンマの人的資源に支えられて完成したのであ

る。

IV. 資材管理者ルガルニル

シャラ神の造営に関わる資材がどのように調達され、管理されていたのか。それを知る一つの手

がかりになると考えられる人物が、ルガルニルである。ルガルニルIugal-nirは文書管理人ウルシャ

5Rラの子であるが、父の職務を継承しないで、ウンマ市区にあるシャラ神殿への奉納(mu-tuirijsara2)

物を管理する役に、アマルシン8年に就いた。シャラ神に奉納された、羊や牛などの家畜、羊毛、

葦、銀、石材などの物品、さらには人間(奴隷)や、地所であるナツメヤシ園などを、ルガルニル

は管理し、再配分を行った。ルガルニルは、シャラ神-の寄進だけでなく、早くから、シャラ神殿
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に必要な物資を受領する役割も果たしていた。 たとえば、アマルシン9年には、商人のウルドゥム

dyジから「シャラ神殿を擦る(壁の補修e2-sara2-ka-ke,ba-ab-su-ub」ためにアスファルトを受け

取っている(YOS18,123)。 シュシン5年以降にはシャラ神殿造営に関しても物品や労働を管理して

いる(前田2000注26)<これは、シャラ神殿内の物品を全般的に管理する彼の役割から派生した任

務であると理解される。

ルガルニルの活動はシャラ神殿に限定されないで、一見シャラ神殿とは無関係な現業施設である

マルサや工房にも関与した。マルサは造船所のような施設と考えられており、関連する多くの作業

所も付属していた。そのマルサについては、ルガルニルはシュシン1年から関与している(前田

2000注14)。

ルガルニルの活動の場は、シュシン6年には、工房gis-kin-tiにも拡大していた。 ウンマ文書に記

録される工房のほとんどは王都ウルにあった工房を指し、ウンマから送られた資材を記録する。 ル

ガルニルガルが関与する工房は、ウルのそれでなく、ウンマ市内の工房であり、記録は、現在のと

ころシュシン6年と7年の文書に限定される(17)これらの文書のなかで特に注目されるのは、シュ

シン5年1月から7年1月までシャラ神の工房で鍛冶工として働いた人物の記録文書に捺印すること

である(TYBC1826)。 この鍛冶工がシャラ神の工房で働き始めたシュシン5年は、シュシン9年に

完成するシャラ神殿の造営が始まったと推定される年であり、鍛冶工の就役期間との関連が注目さ

れる。ルガルニルがマルサや工房に関与するシュシン5年以降に、その役割としてシャラ神殿造営

に関わっていたと推測される。

ルガルニルが、マルサ、工房、それにシャラ神殿造営に重要な役割を果たすのはシュシン5年以

降であり、アマルシン8年に始まり、シュシン4年に完成を見たシャゲバダ神殿の造営時期には未だ

そうした活躍を見せていない。神殿造営は、物品管理者ウルシュルハエなどの活動から見て、従来

から機能していたウンマの行政経済組織を使って資材を管理していたと考えられる。 それが、5年以

降のシャラ神殿造営の進捗によって、資材集積所・補給所としてのマルサと、職人の工房をも一元

的に統括するシステムを導入した。その統括者としてルガルニルが置かれたと考えることが出来る。

おわりに

以上、シャラ神殿造営について検討してきたが、ウルの王シュシンが自らの王碑文にシャラ神殿

の造営を誇示し、さらにシュシン9年の年名にも採用したことから、ウルの王の主導のもとにシャ

ラ神殿が造営されたことは確かである。しかし、シャラ神殿建築作業に王が直接関与するのは、王

宮の建築師を派遣したことぐらいである。 工事のための人員や資材はウンマで準備されており、そ

の作業を監察するためにウルから派遣され、ウンマに常駐する人物の存在は、文書から確認できな

い。なによりも、神殿造営の人員、資材補給所としてのマルサ、それにシャラ神の工房が、一人の

人物ルガルニルによって統括されていることは、シャラ神殿造営における全責任はウンマ側にあっ



42

たと言える。ウンマの支配者(エンシ)は、節目節目の祭儀に関する文書において、捺印者や物品

の支出者として書かれているので(18)、神殿造営の全般を監督する地位にあったことは間違いない。

シュシン2年6月に基台や定礎が据えられたとき、王直属の建築師集団の長ウルイギアリムと将軍

のルデインギルラが登場する。建築師集団の長ウルイギアリムは、作業過程の重要な場面にウンマ

に来ており、基台や定礎の設定とその祭儀は神殿造営の節目であるので、参加したと考えられる。

将軍ルデインギルラも、基台・基壇、定礎の祭儀に関わる。ウンマ文書から証明されないが、神殿

建立など多大な労働を要する場合、周辺諸都市や軍団から人員が派遣されたことは疑えない。しか

し、将軍ルデインギルラが軍団を率いて恒常的にシャラ神殿造営の任に当たっていたとは考え難い。

彼がウンマ文書に記録されるのは、1例を除いて、シュシン2年の基台・基壇、定礎の祭儀に関わる

文書である。他の一つは、やはり、シュシン2年の文書で、将軍ルデインギルラの家に行った者へ

の贈り物を記録する(19)。シャラ神殿の基台・基壇、定礎の儀式において、王の名代という大任を果

たした将軍への答礼であると推測される。少なくとも、この文書から、将軍ルデインギルラは、シ

ユシン2年8月までにウンマを離れ、ウルか軍団所在地に戻っていたと考えられる。彼が、ウンマに

常駐し、シャラ神殿造営を監督するという職務に就いていたとは考えられない。このように、現時

点では、ウルの王が派遣してきた総監督的職務を果たす人物は確認できない。人員・資材をはじめ、

工事の進行もウンマ側が責任を持って行ったのである。ウルの王が誇示する神殿建立も、支配下諸

都市の多大な負担によって初めて実行可能なのであり、完成させることが出来たのである。

本稿は、平成15年度-平成17年度科学研究費補助金(基盤研究C)「シュメールにおける統一王

権と都市支配者」(研究課題番号15520460)の研究成果の一部である。

註

(i)シャラ神殿にシャゲバダと命名された神殿があったことは、神殿リスト(K4224+)92ffに、

e2-mah【E2]邑ara2-Slgy-Slgy【E221e,bur-du3-du3[E,3】

e2云a3-ge-pa3-da[E24】e,u.-sakar-ra[E,5]

とあることからも確認できる(Fraynel981,284n.32.George1993,18,n.143)c

(2)UTI3,1627:siskur2es3e2-mahsara2du3-de3.

(3)アマルシン8年には、月の記載はないが、1頭の羊をen-eni云ara^e2ki一己a6bal-a,mue2-i員ara2du3-da-,云e3す

るために支出する記録がある(Or47/49,377)c「シャラ神の神官達へ、神殿を、よき場所に転換された神殿、

シャラ神殿を建てるために」と解釈でき、ウルバウの碑文にあるような、神殿建設地の整地と浄めを指すと

考えられる。しかし、en-enとは通常、死者となった祖先達を集合的に指示する意味に使用され、神官達と

訳すことが涛賭され、また、e2ki-;喜a6bal-aの正確な意味は不明である。

(4)UTI5,3174:邑a,-gal云idim,e2-gal-tae2-sara2du3-de3gin-na.

(5)「シャラ神殿の据えられた基台の用品(nig2-dab-i通ki-ga,-rae.-d云ara^ka)」として牛と羊・山羊が支出さ

れている(A山CABI,4,418[SS2vi])c

(6)MVN15,26:e,-temen-nae,-d云ara2-kadug-de3.

(7)Cooper.ASJ7,30:e,-temen-nae邑du8-[de3】,zi-gae2-云ara2]-ka.
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(8)YOS4,178:1bue3-u2-ga,Iur-:云ul-pa-e,,云idim-me,e2-d云araj-kagub-ba,itu-ri-ta,ituli9-Si4je3,ugulai-;己ar-ru

urn,DUBdingir-ra;MVN13,283:1邑e菖Ian云idim,itu-ri-ta,ituezem-i邑ul-gi-i云e3,e2d[sara2]gub-Fba],ugulaid2-pa-e3,

DUBdingir-ra.
(9)基台の完成:BIN5,48FAS6vi]us-ki瑠a2-rae2amar-suen-ka.レンガ積み工事:MVN13,760[AS6vii]al

dtarduu-gaa-rs^3-kam,e2amar-suen-ka・御座所SANTAG6,176[AS7vii]"amar-suenbara^gatu云Ia・

(10)アマルシンの父シュルギも神格化され、ウンマに神殿があった。シュルギの新神殿はシュルギ45年に完成

しており、シュルギが新神殿に入り、祝宴がもたれた(TCL5,5671)c基台工事は、シュルギ40年に記録さ

れているが、その完成が何時であったかは不明である。従って、基台の完成から神殿竣工までの期間を限定

することは出来ない。

(ll)MVN1,35:5sila3zid2,2sila3zu2-[lum],4sila3e白a,0.0⊥4sila3dabin,8sila3r血da,0.0.1.邑e-gur-sal.-la,siskur.
dv2-sara2c止.burl"一己e3,kid;云ara^kam-ta,DUBensi2-ka,iturimu-us2-sama2en-kiba-ab-du8.

SBsiskur2e2-sara2nibur'-i邑e,は、「(穀粉などを)ニップルのシャラ神殿のシスクル祭儀のために」とも読めるが、

ニップルにシャラ神殿が建てられていたことは確証されないので、この訳を採らない。

(12)TCNY44:1gir3-lamzu2-lum5sila3,1gir3-lamが.IB2.X5sila3,10邑u-gur5zu2-lum1sila3-ta,siskur2e2d岩ara2,ki

lu2-ga-ta,DUBensi2-ka.

(13)TYBC1398;MVN132590両文書で、円筒印章銘が異なるMVN13259‥na-ba-:邑a6喜i血〟dumulugal-ga:ト

Iagar-e/;TYBC1398:na-ba-:云a6/dumulugal-nesag,-e/Oどちらかの誤読である可能性が高い。

(14)「(建築師)、シャラ神殿(の造営に)従事e2d云araj-kagub-ba」(YOS4,176【SS5iv-ix】)、「シャラ神殿の造

営に従事する(者)e2-dim,gub-ba,e2-;云ara2」(CST555【SS6iv-xiii],TYBC1663【SS6iv-xiii],YOS4,177[SS7

iii-xii])、「シャラ神殿(の造営に)従事する建築師削ime2-d云ara2gub-ba」(MVN13,371【SS6x-xli]).

d、.(15)CST589:朗bansur-siskur2-rae2-saraj一己e3ur-am3-mai3-du8云uba-ti.

(16)シュシン6年に記録された建築師集団の人員をアマルシン8年のそれとを比較すると、統括者ウルイギア

リムと、その下で実際の作業を指揮するナムマフバウは変わらない。アマルシン8年では、ナムマフバウの

下で7人の建築師が一つのグループを作っていたが、シュシン6年にそのグループがなく、代わりに2人の

建築師の頭が受給しているO建築師の頭の2人は、もとは7人のグループに属した建築師であったと思われ

る。シュシン6年になると、ナムマフバウの下に2人の小頭を置いて、この2人が各々20人程度の建築師を

統率する明確な2隊制になっていた。

(17)前田2000注15。それ以後に公刊された文書として、TYBC1691:シュシン6年に、ビールや穀粉がシャラ

神の工房のシスクル祭儀用に支出された。それは「初穂の祭」の一部であり、エンシの命令によった。捺印

者はルカルラと書かれるが、実際に捺されたのはルガルニルの印章であるTYBC1815:工房とは明記され

ないが、シュシン7年の、職人(ga云am)への支給大麦をルガルニルは受領するO

(18)Or47/49,377[AS8】en-end邑ara2,e2ki-i邑a6bal-a,mue2-i云ara2du3-da-;邑e,,DUBensi.-ka;BPOA1,1129[SSl】

云a3-gal喜idime,云ara2-kagub-ba,DUBensi2;SANTAG6,244[SS2】喜itime2^ara^lcagub-baib2一己es4,DUBensi2

ka;AAICABI,4,418【SS2vi]nlg2-dab5u;邑ki-ga2-rae2-:邑araj-ka,gir3ur-ig-alim邑idlm-gal,Iu2-dingir-ra邑agrna

ma独im,DUBensi2-ka;BPOA1,741[SS2vi]siskur2ki-s&,-ae2'喜ara2-ka,DUBensi2-ka;MVNi,3511[SS3v]

d.. dysiskur2e2-sara2rdbruki-:邑e3,DUBensi2;TCNY44[SS3xi]siskur2e2sara2,DUBensi2.

(19)BPOA1,522【SS2viii]1uduigi-kar,du-u2-du[igi-d]ug?,lu2e2Iu2-dingir-raagina-e3im-gin-na,kia-lus-lu5-ta,

DUBensi2-ka
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